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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
〇
一
一
年
の
世
相
を
一
字
で
表
す「
昨
年
の

漢
字
」は「
絆
」で
し
た
。当
院
も
こ
の「
絆
」

を
基
に
、今
年
は
土
台（
目
に
見
え
な
い
）部

分
を
強
固
な
も
の
に
し
て
、来
年
多
く
の
芽

が
出
る
よ
う
に
基
礎
づ
く
り
を
す
る
年
と

思
っ
て
い
ま
す
。院
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
と

実
行
、職
員
補
充
、各
部
門
の
技
術
習
得
、

他
医
療
機
関
と
の
連
携
、各
種
業
者
と
の

係
わ
り
、行
政
と
の
係
わ
り
、地
域
と
の
係

わ
り
、将
来
に
向
け
て
の
準
備
な
ど
多
く
の

課
題
を
一
つ
ず
つ
消
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
月
は
、薬
剤
師
の
方
を
対
象
に「
産
婦
人

科
領
域
の
漢
方
治
療
」の
話
を
京
都
薬
科

大
学
で
、ま
た
、六
月
は
日
本
東
洋
医
学
総

会（
京
都
）で「
妊
娠
年
齢
の
高
齢
化
に
よ

る
妊
孕
能
低
下
に
対
し
て
東
洋
医
学
的
治

療
は
ど
こ
ま
で
有
効
か
」の
テ
ー
マ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
担
当（
二
時
間
）し
、多
く
の

医
師
に
聴
講
し
て
も
ら
え
る
よ
う
予
定
し

て
い
ま
す
。ま
た
、医
学
生（
滋
賀
医
科
大

学
）の
実
習
を
受
入
れ
、若
い
世
代
と
の
交

流
に
も
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。こ
れ
ら
多

く
の「
絆
」を
広
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

腰
痛　

Ⅰ
の
お
話
で
す
。

腰
痛
症
は「
神
経
学
的
、Ｘ
線
像
に
異
常
所

見
を
認
め
ず
、病
因
の
特
定
が
困
難
」で
、

「
中
高
年
齢
で
Ｘ
線
像
に
骨
の
変
形
を
認

め
る
が
他
の
疾
患
を
推
定
で
き
る
所
見
が

な
い
」変
形
性
腰
椎
症
を
含
め
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。西
洋
医
学
的
に
は
、消
炎
鎮
痛
剤
、

筋
弛
緩
剤
、精
神
安
定
剤
な
ど
が
処
方
さ

れ
ま
す
。東
洋
医
学
で
は
、外
因（
気
象
や

環
境（
温
度
）（（
風
寒
湿
）、内
因（
五
臓
の

う
ち
肝
、腎
、脾
の
機
能
異
常
））不
安
、う

つ
状
態
、高
齢
）、不
内
外
因（
生
活
習
慣
、

外
傷（
打
撲
、骨
折
））に
分
類
さ
れ
ま
す
。

風
寒
湿
は
、腰
が
重
だ
る
い
、冷
え
て
痛
む

（
冷
房
に
効
き
過
ぎ
た
室
内
で
長
時
間
労

働（
ク
ー
ラ
ー
病
等
））（
長
期
に
渡
っ
て
冷

た
い
も
の
を
摂
り
過
ぎ
た（
ジ
ュ
ー
ス
、ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
、生
野
菜
））、仰
臥
し
て
安
静

に
し
て
い
て
も
痛
み
が
強
い
、寝
返
り
が
困

難
、寒
冷
、雨
天
、降
雨
に
よ
っ
て
症
状
が
増

悪
、腰
を
温
め
る
と
痛
み
が
一
時
楽
に
な
る

特
徴
が
あ
り
ま
す
。気
滞（
肝
気
鬱
結
）（
精

神
的
ス
ト
レ
ス
や
過
労
な
ど
が
原
因
で
気

の
流
れ
が
渋
滞
）の
場
合
、腰
痛
は
遊
走
性

で
時
間
と
共
に
変
化
し
や
す
く
、胸
部
の
苦

悶
感
、脇
肋
部
の
脹
満
感
、情
緒
不
安
、憂

鬱
、咽
喉
の
異
物
感
あ
る
い
は
閉
塞
感
な

ど
を
伴
い
、腰
背
部
か
ら
側
腹
部
の
広
範

囲
で
、背
筋
を
伸
ば
す
の
が
辛
く
、長
時
間

の
起
立
や
長
時
間
の
歩
行
が
困
難
に
な
り

ま
す
。瘀
血（
血
の
流
れ
が
渋
滞
）で
は
、痛

み
は「
固
定
性
」、日
中
は
軽
く
夜
間
は
重

く
、夜
半
か
ら
朝
方
に
か
け
て
疼
痛
の
た
め

に
寝
返
り
を
打
て
ず
、目
覚
め
、女
性
で
は

月
経
障
害
に
よ
る
諸
症
状
を
伴
い
ま
す
。

気
血
両
虚（
気
と
血
が
共
に
不
足
）（
消
化

吸
収
機
能
が
慢
性
的
に
衰
え
る
）（
全
身
を

温
め
生
命
活
動
を
推
進
す
る
腎
の
機
能
の

多紀元堅
夫婦岩（二見ケ浦）(伊勢）
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骨 粗 鬆 症

鍼

慢 性 扁 桃 腺 炎

骨量は、成長期のカルシウムや蛋白の摂り方(子供の頃の牛乳）、運動の仕方が影響します(小学校～
高校の時期）。女性の骨量は閉経以後急速に減少、男性は、５０歳を過ぎるころから徐々に減少します。
当院は、定期的に骨量を測定し、食事指導を取り入れ、漢方薬や西洋薬を処方しています。

中国で発達した針は「九鍼」と呼ばれ、日本には奈良時代、仏教と共に伝わり）江戸時代に急速に普及。特
に、毛のように細い毫針が最も頻用され、現在では管針法が普及。痛み、だるさ、こり、麻痺などには、皮
内や皮下に針尖が留まり持続的に刺激を加えることのできる皮内針や円皮針が有効。当院では、管針法
と円皮針を利用し腰痛、肩こり、関節痛などに応用。

急性扁桃炎を繰り返すと、咽頭不快感、咳嗽、微熱、病巣感染、掌蹠膿疱、鼻閉、いびき、注意散漫、
頭痛などの症状が取れないことがあります。膿汁を常に認める場合、手術が必要な場合もありま
すが、うがいをよくし、過労、心労に注意して下さい。漢方薬を服用することによって体質が改善し、
徐々に症状がなくなることが多いようです。

四
年
後
、骨
量
減
少（
－
）。現
在（
五
年
後
）

も
継
続
中
。

　

三
十
九
歳
女
性
、
鍼
治
療
希
望
。め
ま
い
、

腰
痛
と
下
肢
痛
、下
肢
の
冷
え
、食
欲
良
好
、

便
秘〔
三
日
に
一
回
〕。顔
色
良
好（
や
や
紅

潮
）、腹
部
弾
力
性
中
程
度
、心
下
痞
、両
側

臍
傍
抵
抗
圧
痛（
＋
）、脈
は
細
、沈
、遅
、舌

は
、紫
紅
色
、薄
乾
白
苔
。そ
こ
で
督
脈
百

会
、足
少
陽
胆
経
風
池
、完
骨
、翳
風
に
針

管
付
き
鍼
施
行
。二
〇
分
後
円
皮
針
に
変

更
。五
日
と
一
〇
日
と
一
五
日
後
、め
ま
い

軽
減
。腰
痛
と
下
肢
痛
に
、足
太
陽
膀
胱
経

腎
兪
、志
室
、大
腸
兪
、次
髎
、委
中
、昆
侖
、

至
陰
に
円
皮
針
。二
〇
日
後
、腰
痛
軽
減
、

足
陽
明
胃
経
天
枢
、足
三
里
、足
太
陰
脾
経

三
陰
交
、足
厥
陰
肝
経
中
封
に
針
管
付
き

鍼
、二
〇
分
後
円
皮
針
に
変
更
。五
日
と
一

〇
日
と
一
五
日
後
、便
秘
、腰
痛
、下
肢
冷

え
軽
減
。二
年
後
症
状
消
失
。

 

慢
性
扁
桃
腺
炎
、四
十
五
歳
男
性
、幼
少

よ
り
扁
桃
腺
の
た
め
の
発
熱（
一
年
に
三
〜

六
回
）、食
欲
良
好
、や
や
下
痢
傾
向
、肩
首

こ
り
。顔
色
良
好
、腹
は
上
下
腹
直
筋
緊
張
、

右
胸
脇
苦
満
、臍
傍
抵
抗
圧
痛
。脈
は
浮
弦

数
。舌
は
淡
紅
色
、乾
白
黄
色
苔
。そ
こ
で
、

荊
芥
連
翹
湯
＋
枳
実
＋
葛
根
＋
大
棗
＋
生

姜
を
処
方
。二
年
後
、扁
桃
腺
炎
一
年
一
〜

二
回
。四
年
以
後
、〇
〜
一
回
。六
年
後
の

現
在
も
継
続
中
。

　

次
回
は
、冷
え
性　

Ⅰ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
院
長
﹈

衰
え
）で
は
、羸
痩
、易
疲
労
、自
汗
、悪
寒
、

顔
色
不
良
、め
ま
い
、息
切
れ
、皮
膚
の
枯

燥
、四
肢
の
倦
怠
感
、筋
肉
の
痙
攣
な
ど
を

伴
い
ま
す
。腎
虚（
加
齢
に
よ
る
老
化
）（
慢

性
疾
患
）（
房
事
過
多
）（
生
活
の
不
摂
生
）

は
、四
肢
の
冷
え
、寒
さ
、多
尿
、夜
間
頻
尿
、

口
や
喉
の
乾
燥
、下
腹
部
軟
弱
が
特
徴
で
す
。

　

実
例
に
移
り
ま
す
。

　

四
十
五
歳
男
性
、腰
痛
症
、半
年
前
よ
り

ギ
ッ
ク
リ
腰（
整
形
外
科
で
診
断
）、空
腹

感
少
な
い
、便
秘（
三
日
に
一
回
）、慎
重
一

六
八
㎝
、体
重
五
八
㎏
。休
憩
や
入
浴
で
腰

痛
改
善
。顔
色
は
や
や
青
白
く
、腹
は
緊
張
、

上
腹
部
及
び
下
腹
部
腹
直
筋
緊
張
、下
腹

部
中
央
軟
弱
、臍
傍
に
軽
度
抵
抗
圧
痛
、舌

は
淡
紅
色
、乾
薄
白
苔
、舌
下
静
脈
軽
度
怒

脹
、脈
は
沈
、遅
、細
。当
帰
建
中
湯
＋
大
黄

末
＋
修
治
附
子
末
を
処
方
。二
週
間
で
改

善
。一
〇
ケ
月
服
用
後
廃
薬
。

　

六
十
二
歳
女
性
、
骨
粗
鬆
症
、腰
痛
、倦

怠
感
、便
秘（
三
日
に
一
回
）、夜
間
尿（
三

回
）、食
欲
良
好
、皮
膚
搔
痒
。顔
色
良
好
、

脈
沈
弦
遅
、舌
紫
淡
紅
色
、乾
薄
白
苔
、舌

下
静
脈
軽
度
怒
脹
。上
下
腹
部
の
弾
力
性

に
乏
し
い
、胸
脇
苦
満（
軽
度
）、胃
内
停
水

（
＋
）、臍
上
下
悸（
＋
）、小
腹
拘
急（
＋
）、

そ
こ
で
、八
味
丸
＋
補
中
益
気
湯
＋
茵
蔯

蒿
＋
山
梔
子
＋
修
治
附
子
を
処
方
。一
ケ

月
後
、腰
痛
、便
秘
、皮
膚
搔
痒
改
善
。六
ケ

月
後
、夜
間
尿
減
少（
一
〜
二
回
）。二
年
後
、
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い 
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スーパーライザー（神経照射）
赤い温かい光（近赤外線）で血行をよくし、腰痛、肩こり、
五十肩、膝の痛み、ムチウチ、捻挫、アトピー性皮膚炎、
花粉症、ストレス・・・などの治療に利用しています。 

予防接種　ワクチン接種
子宮頚癌予防ワクチン、インフルエンザ（季節型、新型）、ＢＣＧ、 
三種混合（ＤＰＴ）、麻しん・風しん（ＭＲ）、日本脳炎、水ぼうそう、
ロタウイルス、おたふくかぜ、Ｈiｂ（インフルエンザ菌ｂ型）、
肺炎球菌ワクチン（小児用　プレベナー）（高齢者）、その他

皮内針　針管付き鍼
皮内針の長さは１～２ｍｍ、針管付き鍼の長さは３０ｍｍ、
いずれの鍼も刺す時の痛みはありません。肩こり、膝関節痛、
腰痛、足の痛、筋肉痛、頭痛・・・の治に適しています。  

300円

・快歩楽・のどアメ（板藍根、ハーブ）

・のどあめです。

ばん らん こん



多紀元堅（１７９５～１８５７）

４Ｄ外来（助産師）

妊娠２０週までに受付で予約して下さい。ご予約には、
分娩予約カードが必要です。予約された方には、母と子のてびき、     

入院誓約書、直接支払い制度合意書をお渡しします。     

助産師が４Ｄを実施します（およそ30分）。お腹の赤ちゃんの
様子が映し出されます。ご希望の方は予約してください。     
火曜日と木曜日（掲示をご覧下さい）     

産後相談と母乳相談（有料）（乳房マッサージ）をしています。　　     
午後2時～2時30分、2時30分～3時、3時～3時30分。     
日程は掲示板やホームページでお確かめください。（電話予約可）     

正常分娩の場合入院日を含めて入院期間は６日間です。     
初産婦の方、経産婦の方も同じ入院日数です。     
分娩希望の方はすべて受け付けています。      

当院は里帰り出産を受付けています。妊娠２３～２５週（母体     
と赤ちゃんの状態をチェックします）に1度診察においでくだ     
さい。当院での妊婦健診は妊娠３４週から受けてください。     

産後健診と1ケ月、2ケ月、3ケ月健診をしています。     
日時：毎週水、金曜日　正午～午後0時30分（有料）     

分娩により重度の脳性麻痺となった児及びその     
家族の経済的負担を補償し、原因分析と再発     
防止策を講ずるための制度。当院で通院方に、     
登録証を発行しています（妊娠16～22週）。     
詳細は受付でお聞きください。     

心のこもった手作り料理です。素材、味付け、メニュー・・・など、     
絶えず工夫し研究しています。     

浮田医院ホームページ（http://www.ukita.gr.jp）

(月2回)

 （２回/月　土曜日）   　　　　    　　                       ３時２０分～３時４０分 　　　　電話予約可（日程はホームページ、掲示板参照）

                                                                                                               
立会分娩ご希望の方は特にご参加をお薦めします。（申込ノートにお名前の記入をお願いします。   母親教室では
「母と子のてびき」にそって、お話をすすめていきます。 ご夫婦でのご参加も多くご主人様もお気軽にご参加ください。                                                                                                                
参加時には「母と子のてびき」「母子手帳」を忘れずにお持ち下さい。

場所：当院別棟　多目的ルーム　申込方法：申込ノートでご予約お願いします。 

マタニティヨガ・ママヨガのご案内

マタニティヨガ土曜日開催のお知らせ・・・

当院では以前よりマタニティヨガを実施し多くの方から支持を得て参りましたが、産後の
ママさんからのご要望により、ママヨガ（産後ママ）を始めることになりました。慣れない子育て環境で少しでも「ママのリラクゼーション」を目的として
います。お一人でもお子様とでも自由に参加して頂き、ママヨガでのママ友と情報を共有してリラックスした楽しい一時をお過ごしください。

これまでマタニティヨガは各週水曜日のみの開催でしたが土曜日を希望され
る方がとても多く、月に一度の予定でマテニティヨガを行っております。お勤めの方もふるってご参加ください。（各週水曜日も好評開催中）

医学館総裁多紀を務めた元簡の第5子。考証派の学風は、古典医学書の収集・復元に努めるもので、中国での収
集・復元を凌駕するとも言われている。元堅は『傷寒論述義』『金匱要略述義』『素問紹識』『薬治通義』『傷寒広要』
『雑病広要』 など多くを著述した。幕府医官として、奥詰医師、奥医師、法眼、法印と昇進し、楽真院と称した。門弟
には、渋江抽斎,森立之,小島尚真(宝素)らがおり、多くの考証医学者を育てた。

母親教室のご案内

1月7日（土）2月4日（土）13：30～15：30 1月14日（土）1月28日（土）13：30～15：30 

日程：1月11日（水）1月21日（土）1月25日（水）14：00～15：30

日程：1月11日（水）1月21日（土）16：00～17：30
たき げんけん


